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展示記録

（1）企画の趣旨と開催の経緯
石川県西田幾多郎記念哲学館では、西田幾多郎生誕の地・ゆかりの地交流事業を展開してい
る。2019年度においては、前年度の京都大学での開催を踏まえ、西田幾多郎とゆかりのある東
北大学において同事業を展開することについて、石川県西田幾多郎記念哲学館から東北大学史
料館に打診があり、石川県西田幾多郎記念哲学館、東北大学史料館の主催・共催のもと、企画展、
講演会を開催することとなった。1907年（明治40）、全国で三番目に創設された東北帝国大学は、
西田幾多郎の恩師である、北条時敬が二代総長の時、日本の大学で初めて女子学生入学を認め、
幾多郎の姪・高橋ふみも東北帝国大学で哲学を学んでいる。また東北帝国大学では1922年（大
正11）に法文学部が設立される以前から、理科大学（理学部）の「科学概論」講座で田辺元、
高橋里美、三宅剛一などの哲学者たちが活躍していた。加えて西田幾多郎自身も、1935年（昭
和10）に講演に訪れている。こうした内容を踏まえて、学都・仙台で活躍したゆかりの人々と、
現在の東北大学に受け継がれている哲学研究の特徴を、東北大学とふるさと石川に残る資料と
ともに紹介することとなった。本企画展を通じて、西田幾多郎と東北大学の関係また、西田に
連なる人的ネットワークについて、新たな資料調査が行われ、多くの一般市民にも周知する機
会となった。

（2）展示の構成や関連行事など
展示構成は、西田幾多郎の人物紹介、西田幾多郎と関係の深い東北大学関係者、哲学に関す
る教育・研究をめぐる西田と東北大学の関係について20枚のパネルを作成し、パネル全体につ
いては、野家啓一東北大学名誉教授に監修頂いた。またパネルと連動した石川県西田幾多郎記
念哲学館、東北大学史料館所蔵の資料を展示した。 7 月13日13時～15時半には片平さくらホー
ルにおいて、野家啓一東北大学名誉教授「東北大学と科学哲学の伝統」、加藤諭東北大学史料館
准教授「東北帝国大学草創期における法文学部」による講演会が開催され、その後史料館で企
画展のギャラリートークが行われた。また同日10時～11時半にはキャンパスツアーが行われ、
他県からの参加者もありいずれも盛況であった。会期中の参加者は1010名を数えた。
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（3）展示資料・展示解説（パネル・キャプション）一覧
【ごあいさつ】（パネル展示）

西田幾多郎は京都帝国大学の教授でしたが、彼にゆかりのある人々の多く（西田の恩師、
教え子、姪、そしてライバルなど）が、学長、教員、学生として東北帝国大学に在職・在
籍していました。西田自身も、1935（昭和10）年に講演に訪れています。
東北帝大の第二代総長は西田の恩師である数学者、北條時敬。その在職時、帝国大学と
して初めて女性の入学が認められ、後に、西田の姪・高橋ふみも東北帝大で哲学を学びま
した。第九代総長の高橋里美は西田の代表作『善の研究』にいち早く注目し、最初の批判
論文を書いた哲学者でした。
東北帝大では1922（大正11）年に法文学部が設立される以前から、理科大学（理学部）
の「科学概論」が開講していました。西田自身が科学哲学に強い関心を持っていたためか、
高橋里美をはじめ「科学概論」を担当した複数の哲学者が西田ゆかりの人物です。初代担
当の田辺元は、後に西田から自身の後継者として京都帝大へ招聘され、そこで西田哲学を
批判しライバルとなる哲学者で、第四代担当の三宅剛一は西田の教え子でした。
本展示では、西田のふるさとに建つ石川県西田幾多郎記念哲学館と、東北大学史料館が
協力し、西田とゆかりの人々についてのさまざまな資料を紹介します。貴重な資料を通し
て、東北大学を舞台に活躍した西田ゆかりの人々について、そして現在まで続く東北大学
の哲学の伝統を知っていただけると幸いです。
末尾になりましたが、この特別展の開催にあたり、東北大学附属図書館のご協力を得ま
した。また、長年東北大学史料館、東北大学附属図書館の館長でもあられた野家啓一名誉
教授には、解説作成にあたりご教示を賜りました。厚く御礼申し上げます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　 2019年 7 月
� 石川県西田幾多郎記念哲学館館長　　浅見　　洋
� 東北大学史料館長　　　　　　　　　安達　宏昭

A．西田幾多郎とは？
A－ 1．西田幾多郎とは？（解説パネル）→63ページ
A－ 2．西田幾多郎とゆかりの人 （々解説パネル）→64ページ
A－ 3．西田幾多郎『善の研究』
� 1911年（明治44）　東北大学附属図書館所蔵
西田幾多郎の出世作にして代表作。最初は東京・神田の弘道館から出版された。西田は当時
ほぼ無名の学者だったが、『善の研究』は出版してすぐ学会の注目を集めた。哲学書という枠を
超えて有名になったのは、出版から約10年後、作家の倉田百三が当時の高等学校生の必読書で
ある『愛と認識との出発』で紹介したことが発端である。



「西田幾多郎と東北大学ゆかりの人々」展 63



東北大学史料館研究報告　第15号（2020. 3 ）64



「西田幾多郎と東北大学ゆかりの人々」展 65

A－ 4．『思想』第100号記念特集� 1936年（昭和11） 1 月　石川県西田幾多郎記念哲学館所蔵
『思想』は岩波書店が1921年（大正10）に創刊した、人文・社会科学の雑誌。現在も刊行さ
れ、岩波書店で最も古くから続く雑誌である。その記念すべき100号の執筆者は、半数以上の 8
名（田辺、高橋、石原純、石原謙、木下、村岡、土居、小宮）が東北大学に在職した経験を持つ。
編集後記には「（『思想』の）当初からの主だった寄稿家たちに筆をそろえて書いて」もらい、「こ
れだけの顔振れをそろえることは『思想』でなければ出来ないだろう」とあり、人文・社会科
学界における東北大学の重要性がうかがえる。

B．西田幾多郎の来仙
B－ 1．西田幾多郎が仙台に来た日（パネル展示）→68ページ
B－ 2．西田幾多郎の講演について（パネル展示）→69ページ
B－ 3．山本良吉宛書簡
� 1935年（昭和10） 9 月15日　石川県西田幾多郎記念哲学館所蔵
「廿四五日より一寸東北大学にゆき三十日頃帰鎌」
東北大学行きを知らせる葉書。宛先の山本良吉は、西田が石川県専門学校生だったときから
の親友で、武蔵高等学校（学校法人根津育英会武蔵学園）の校長などを勤めた教育者。当時の
西田は京都の家のほかに鎌倉にも別荘を設けていたため、鎌倉に帰る旨も伝えている。鎌倉の
家は、学習院が「西田幾多郎博士記念館（寸心荘）」として保存・管理している。

B－ 4．西田の講演を伝える学内通知
� 1935年（昭和10） 9 月17日　東北大学史料館所蔵／総務課移管文書『講習講演会関係』
法文学部長であった石原謙から、本多光太郎総長、世良庶務課長、教官宛に出された臨時課
外講演の案内通知。これまで西田の演題はわからず、講演日程についても26～28日と考えられ
てきたが、この資料から「歴史的実在の世界」という講演内容と、25日～27日までの日程であっ
たことが明らかとなった。この学内通知を受け、25日には本多光太郎も西田の講演を聴講して
いる。

B－ 5．高橋里美「西田哲学について」
� 1936年（昭和11） 1 月　東北大学附属図書館所蔵／『思想』第164号
『思想』第164号、「特集　西田哲学」の巻頭に収録された論文。西田の講演「歴史的実在の世
界」から 4 ヶ月後に刊行された。本論文では西田哲学の説く「実在の構造」について論じられ
ており、講演の影響も想起される。第 4 章には「近頃の先生は絶対無を寧ろ具象的な方面に引
き下ろさうとしてゐられるかの如くに見える。かくして無の場所は今は弁証法的世界とか歴史
的社会的実在の世界とか呼ばれるようになつたが、それは私には絶対者の相対化、無限者の有
限化、永遠者の時間化として映ずるのである。歴史的社会的関心の尊重すべきは勿論のことで
あるが、私はかゝる包世界的包歴史的な絶対無限永遠をどこ迄も絶対無限永遠として残置した
いと思ふ。尤も実際先生がかゝる究極者を歴史的実在の世界の外に否定せられるか否かを私は
知らない。この意味で私は先生の宗教哲学を特に翹望する」とある。
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B－ 6．細谷恒夫「西田哲学の解釈学的状況」
� 1936年（昭和11）年　東北大学附属図書館所蔵／『認識現象学序説』
細谷恒夫は東京帝国大学卒業後、法文学部で教育哲学を講じた。その著書『認識現象学序説』

（岩波書店、1936年）には、西田の講演を受けて、それを批判した「西田哲学の解釈学的状況」
が収録されている（初出は『思想』第164号）。
細谷は「西田哲学の論述の内に動いてゐる論理は、命題相互の間のものではなくして、その
背後に見られてゐる世界の構造そのものに外ならない」とし、それが読者の理解を難解なもの
としている理由の一つとしている。

C．北條時敬
C－ 1．西田幾多郎と北條時敬（パネル展示）→70ページ
C－ 2．北條時敬と東北大学（パネル展示）→71ページ
C－ 3．西田幾多郎書簡
� 1924年（大正13）　石川県西田幾多郎記念哲学館所蔵
「拝啓来月初メ頃ニ御来宅相成候　趣奉敬承候拙生ハ此休之中ハ何處ヘモ出懸不申御来臨御待
チ申ニテ　今ヨリ御免面晤之時機ヲ相楽ミ罷在候　敬具　府下王子町北宿一一八八　十二月廿
二日　北条時敬」
北條と西田との面会約束の葉書。晩年まで親交があったことがうかがえる。

C－ 4．北條・西田写真� 1901年（明治34）　石川県西田幾多郎記念哲学館所蔵
最前列左から、西田幾多郎、北條時敬、堀維孝、三竹欽五郎。北條と西田がともに旧制四高
の教師であった頃のもの。西田は、堀、三竹とともに公認下宿・三々塾をつくり、学生の指導
にあたった。

C－ 5．『廓堂片影』� 1931年（昭和 6）　東北大学史料館所蔵
北條時敬が生前に認めた文章を採録したもので、西田幾多郎が編者としてとりまとめた。訓
辞、演説、書簡、日誌及紀行、蔵書目の五部からなる。
門下生の手による「附後」からは北條の学問態度、教員時代のエピソードを垣間見ることが
でき、北條の人間関係も垣間見ることが出来る。

C－ 6．引継関係書類� 1917年（大正 6） 8月　東北大学史料館所蔵
北條時敬（当時総長）は、1917年 8 月に岡田文部大臣から突然、学習院大学転任を言い渡さ
れる。それをうけて10月に次期総長に引き継ぎを行ったが、その時のメモが本史料である。本
史料からは当時、大学には敷地拡張問題、建物新営問題、組織改編、臨時理化学研究所の寄附
金問題、図書館設置構想などの様々な懸案事項が存したことがわかる。
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D．田辺元
D－ 1．西田幾多郎と田辺元（パネル展示）→72ページ
D－ 2．田辺元がいた頃の東北帝国大学理科大学（パネル展示）→73ページ
D－ 3．田辺元着任書類
� 1913年（大正 2）　東北大学史料館所蔵／『任免　大正二年度』自六月至八月
東北大学史料館は、東北帝国大学期の教職員の人事異動に関する『任免』文書を所蔵してい
る。これはその中で田辺元が着任したときの書類。
1913年 8 月着任したことがわかる。

D－ 4．田辺元退任書類
� 1919年（大正 8）　東北大学史料館所蔵／『任免　大正八年度』自六月至八月
東北帝国大学期の教職員の人事異動に関する『任免』文書に残された田辺元の退任に関する
記録。田辺が京都帝国大学に転出するにあたっては、東北帝国大学法文学部教授として慰留す
る動きがあったという。
1919年 8 月に東北帝国大学を退任したことがわかる。

D－ 5．西田幾多郎宛絵葉書／田辺元差出
� 1922年（大正11）　石川県西田幾多郎記念哲学館所蔵
田辺は、1922年から1923年にかけて、文部省在外研究員としてドイツに留学し、フッサール
やハイデガー、オスカー・ベッカー等と交流している。この絵葉書は西田幾多郎に宛てた1922
年 6 月 8 日消印のもので、ハルレの町に着き、カント協会大会に参加しての論読の感想が記載
されている。

D－ 6．田辺元『科学概論』� 1918年（大正 7）　東北大学附属図書館所蔵
新カント派哲学に基礎を置く田辺元の科学哲学に関する著作。田辺が博士論文を提出した時
期の著作物で、初期の田辺の科学哲学研究のあり方がみてとれる。

D－ 7．田辺元『数理哲学研究』� 1925年（大正14）　東北大学附属図書館所蔵
1920年代に刊行されたものであるが、論文の内容の多くは1910年代半ばに書かれたものであ
り、田辺の科学哲学研究の出発点ともなっている。『科学概論』とあわせて、田辺の代表的な著
作物の 1つ。
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E．高橋里美
E－ 1．高橋里美と東北大学（パネル展示）→74ページ
E－ 2．高橋哲学と西田幾多郎（パネル展示）→75ページ
E－ 3．高橋里美着任書類
� 1921年（大正10）年 3月　東北大学史料館所蔵／『大正十年度　任免』自一月至三月
新潟高校教授の高橋里美を、東北帝国大学理学部の助教授（科学概論担当）に任ずる書類。
以下が添付されている。①履歴書、② 2 月12日付東北大学総長からの照会（八田三喜新潟高校
長あて）、③ 2 月 3 日付八田書簡（林鶴一東北帝国大学理学部長あて）、④高橋里美東京帝国大
学卒業証書（写）。
八田三喜（1873-1962）は、狩野亨吉（1865-1942）の心酔者としても知られる。③では高橋に
ついて「人物と申し学力と申し殊によい人」、転任について「創立早々教授が大学へ栄転するこ
とは学校の名誉」と記す。

E－ 4．佐藤丑次郎宛絵葉書／高橋里美・久礼田益喜差出
� 〔大正15年（1926）〕 2月20日　東北大学史料館所蔵／佐藤丑次郎文書1-104
欧州留学中の高橋が、留学仲間の久礼田益喜（1893-1975）と連名で、佐藤丑次郎（東北大学
法文学部初代学部長）に送ったハガキ。
ハイデルベルクに到着し、著名な哲学者リッケルト（1863-1936）の講義を受けたことなどが
記されている。また当時、東北大学で教鞭をとっていたオイゲン・ヘリゲル（1884-1955）の友
人アウグスト・ファウスト氏に万事世話になった等の内容が記されている（裏面は展示パネル
15「ヘリゲル」ハイデルベルク大学の写真参照）。
足かけ 4 年にわたる留学から戻った後、高橋は理学部から法文学部に移り、さらに学部長を
3回務めることになる。

E－ 5．高橋里美『全体の立場』初版・謹呈本
� 1932年（昭和 7） 7月　石川県西田幾多郎記念哲学館所蔵
高橋里美の代表的著作。自らの観点から、西田幾多郎の初期の哲学や、ドイツ哲学諸学派、
フッサールやヘーゲルなどへの批判を試みた書。
本書に収録された「意識現象の事実と其意味（西田氏著「善の研究」を読む）」は、高橋の最
初の論文であり、西田幾多郎著『善の研究』に本格的な批判を最初に加えたものとして知られ
ている。本書序文に「私は（西田）先生のこの（「絶対無」の）思想に共鳴し、かつそれに力を得、
かくて先生に倣って絶対無への思弁的冒険を決意するに至ったのである」とあるように、早く
から西田を尊敬し、西田哲学を強く意識して体系を構築したことが窺われる内容となっている。
見返しにペン書きの謹呈辞を持つ（パネル写真参照）。

E－ 6．西田幾多郎『思索と体験』初版本
� 1915年（大正 4） 3月　石川県西田幾多郎記念哲学館所蔵
主に、1910年（明治43）に京都に戻ってから書かれた論考を集めた論文集。序文には、「読み
返して見ると、いずれも不満足の所が多い」「ただその立脚地に於ては、今も当時も変りがない」
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などと述べられている。
「第五　高橋（里）文学士の拙著「善の研究」に対する批評に答ふ」（初出1911年）は、西田
の著書『善の研究』に対する高橋里美の批評をうけ、一々回答した上で、この論考を作成した
理由について「不完全にして未熟なる余の著書を弁護する為ではない」「唯（高橋）氏とここに
新なる真理を研究して見たい」と記している。

E－ 7．西田幾多郎宛絵葉書／高橋里美差出
� 〔1926年（大正15）〕 2月24日　石川県西田幾多郎記念哲学館所蔵
留学中のハイデルベルクから送られた、近況報告の絵葉書。西田に依頼された書籍を発注し
たこと、リッケルト・ホフマンの両ハイデルベルク大学教授宅を訪問し、前者には西田の挨拶
を伝えたことなどを記す。裏面はネッカー川越しに古城が描かれた風景画（複製添付）。

E－ 8．西田幾多郎宛絵葉書／高橋里美差出
� 〔1927年（昭和 2）〕 8月 8日　石川県西田幾多郎記念哲学館所蔵
留学中に訪れたマールブルクから送られた絵葉書。裏面に、ラーン河畔のマールブルク大学

（Philipps-Universität�Marburg）の写真があり（複製添付）、文面には同大学を訪問した様子に
ついて、「コーヘンやナトルプなどの講義したという教室（今はハイデッガーがしてる）も見せ
て貰ひました」などと記している。

F．三宅剛一
F－ 1．三宅剛一と東北大学（パネル展示）→80ページ
F－ 2．三宅剛一と西田哲学（パネル展示）→81ページ
F－ 3．三宅剛一着任書類
� 1924年（大正13） 5 月　東北大学史料館所蔵／『大正十三年度　任免』自五月至八月
新潟高校教授の三宅剛一を、東北帝国大学理学部の助教授（科学概論担当）に任ずる書類。
以下が添付されている。①八田三喜新潟高校長から小川正孝東北帝国大学総長あて承認状、②
三宅の履歴書、③ 4 月12日付小川総長から新潟高校長あて確認状案、④三宅剛一京都帝国大学
卒業証書（写）。
なお続けて、高橋里美の理学部兼勤を免ずる書類が綴じられている。これに先立つ『大正
十三年度　任免（自一月至四月）』に、高橋里美に対し法文学部勤務・理学部兼勤を命ずる書類
が存在する。

F－ 4．西田幾多郎宛書簡／三宅剛一差出
� 〔年不明〕 4月 3日　石川県西田幾多郎記念哲学館所蔵
留学でフランスに二ヶ月ほど滞在した際の、独仏両国（の哲学界）の相違に関する感想を、

「どうもフランス人は気にくはぬようで、ドイツの様にアットホームな気もちになれません」「パ
リではドイツの学者にみるような哲学に対する情熱を感じ得ないようです」などと記す。
裏面はフランス北部ノルマンディー地域の港町フェカンの海岸の写真で、文面に「きのふか
らノルマンヂーの海岸に来てゐます」「海は日本の北陸の海を思はせるような寂しい感じです」
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などと記されている。

F－ 5．西田幾多郎宛書簡／三宅剛一差出
� 〔1930年（昭和 5）〕 8月 2日　石川県西田幾多郎記念哲学館所蔵
三宅は1930年（昭和 5） 5 月から翌年 8 月までドイツのフライブルクに留学し、フッサール
やハイデッガーに親交を結んだ。本書簡は、その終わり近くに訪れたミュンヘンから、西田に
送られた葉書。裏面はデューラー画「Der�Ritter（騎士）」（複製添付）。
毎日のように絵画鑑賞に励んでいる様子に加え、ハイデッガーに面会したことを、「このあい
だから先生の本を読んで要点と思ふところを書いて、ハイデガアに話してやりました。前のと
きは時間がなくて駄目でしたが、そのうちゆっくりとまとめて話してみようと思って居ります」
と記している。
三宅が、西田の『一般者の自覚体系』の要約をドイツ語訳し見せたところ、「ヘーゲルに似て
いるね」という「あっけない」感想を得たという。

F－ 6．三宅剛一『学の形成と自然的世界』
� 1940年（昭和15）11月　東北大学附属図書館所蔵／石津文庫ⅡA 4ミ 5
ドイツから帰国後まもなく執筆に着手し、東北帝国大学理学部に勤務していた時期に出版さ
れた、三宅の代表作の一つ。冒頭で「西洋の古典的哲学の歴史的研究である」と宣言し、西洋
哲学の全体像を歴史の中に検証していくという意図がうかがえる。哲学史的伝統の乏しかった
日本の学界にとって画期的な書として、「近来の事件」と評された（下村寅太郎の書評）。本書
に対し昭和18年（1943） 2 月、京都帝国大学から文学博士の学位が授与された（審査委員：山
内得立・田辺元・天野貞祐）。

G．高橋ふみ
G－ 1．高橋ふみ（パネル展示）→82ページ
G－ 2．高橋ふみ学生原簿
� 1926年（大正15）　東北大学史料館所蔵／『大正十五年度入学法文学部学生原簿』
法文学部入学時に作成された高橋ふみの学生原簿。東京女子大学の入学調には、性質：淡泊、
品行：良、勤怠：好学心に富み勤勉とある。

G－ 3．高橋ふみ「スピノザに於ける個物の認識に就て」
� 1934年（昭和 9）　東北大学史料館所蔵／『文化』第 1巻 5号
『文化』は、昭和 9年に法文学部文科の教官により創刊され、当時は岩波書店から刊行されて
いた。高橋ふみの本論文は、スピノザの個物の認識を神の認識との関係で論じ、人間の思惟の
可能性と限界を考察したものである。『文化』に女性による論文が掲載されたのははじめてのこ
とであり、学術雑誌に掲載された女性の哲学論文としても日本で最初のものとされる。
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G－ 4．西田幾多郎宛絵葉書／西谷啓治差出
� 1938年（昭和13） 6 月　石川県西田幾多郎記念哲学館所蔵
西田の教え子の西谷啓治は、高橋ふみと同時期にフライブルクに留学した。フライブルク郊
外で伝統衣装を着た人びとの描かれた本絵葉書では、ふみがフライブルクで「日本の家庭」と
いう題で講演した様子を西田に伝えている。

G－ 5．高橋ふみ訳／西田幾多郎「真善美の合一点」
� 1940年（昭和15）　東北大学附属図書館所蔵
仙台国際文化協会により発行されたもので、高橋ふみによる西田論文のドイツ語訳の他、村
岡典嗣、中村吉治等法文学部の教官の論文のドイツ語訳も掲載されている。「真善美の合一点」
は、『芸術と道徳』（岩波書店、1923年）に収録された「自覚の立場」の一つの到達点というべ
き論文で、西田にとっては労苦の作であったとされる。高橋ふみは1939年10月に帰国後、12月
には東北哲学会で帰朝報告をしたが、その後結核のため東京の診療所に入院し、療養中に翻訳
の作業を進めた。

H．石原謙
H－ 1．石原謙（パネル展示）→83ページ
H－ 2．西田幾多郎宛絵葉書／石原謙・山内得立差出
� 1922年（大正11） 9 月　石川県西田幾多郎記念哲学館所蔵
石原謙と西田の教え子で後に京都帝国大学教授となる山内得立がイタリアのアッシジから差
し出した絵葉書。大学の講義の休暇中に山内得立とイタリア旅行をしたことは石原の「学究生
活五十年」（『石原謙著作集』第11巻所収）にも記されている。本絵葉書で石原は「希臘（ギリ
シャ）の方に行かうと思ふてゐます」と西田に伝えているが、希土戦争の影響で渡航できなかっ
た。石原はギリシャ旅行を実現できなかったことについて、「私の学問にも損失であったかのよ
うに感じ、遺憾に思った」と述べている。

H－ 3．西田幾多郎宛絵葉書／石原謙・小山鞆絵・千葉胤成・伊藤吉之助差出
� 1921年（大正10）　石川県西田幾多郎記念哲学館所蔵
千葉胤成がフライブルクに来た帰りに小山鞆絵、伊藤吉之助（慶應義塾大学からの留学生）
とともにハイデルベルクの石原謙を訪ねたことを西田に知らせた絵葉書。「石原老」とあるのは、
この時千葉が35歳、小山は37歳であったのに対して石原は39歳と年長だったことによる。本絵
葉書は若手研究者と西田の関係のみならず、後に法文学部で同僚となる人びとの横のつながり
を窺い知ることができる点でも興味深い。
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I．オイゲン・ヘリゲル
I － 1 ．オイゲン・ヘリゲル（パネル展示）→84ページ
I － 2 ．ヘリゲル招聘関係書類
� 1924年（大正13）　東北大学史料館所蔵／『大正十三年度　任免』自一月至四月
ヘリゲルの講師嘱託に際して、法文学部長が佐藤丑次郎が総長小川正孝に提出した内申書。
哲学と古典言語学の講義を週10時間担当させ、年6,600円の給金を支給したいと総長に上申し同
意を得た。現在の価格では約550万円（米価換算）であるが、阿部次郎の年俸が3,600円であった
こと（竹内洋『教養派知識人の運命』）と比較すれば、高額であったことがわかる。なお、渡航
費用として1,930円も支給されることとなった。

I － 3 ．ヘリゲルの論文抜き刷り��Eugen�Herrigel“Emil�Lasks�Wertsystem”
� 1923年（大正12）　石川県西田幾多郎記念哲学館所蔵
ヘリゲルが西田に贈った論文の抜き刷り。「エミール・ラスクの価値体系－彼の遺作の記述か
らの試論－」と題されたもの。ラスクはヘリゲルの師であり、ハイデルベルク大学で教授を務
めたが、第一世界大戦で従軍し、戦死した。ヘリゲルはラスクの遺稿をまとめ、全 3 巻の著作
集を刊行した。
西田へ敬意を示して「もっとも恭順な挨拶とともに、著者より」とある。

J．ゆかりの人たち
J－ 1．ゆかりの人たち（パネル展示）→85ページ
J－ 2．ケーベル文庫目録
� 1943年（昭和18）　東北大学附属図書館所蔵
東北大学附属図書館所蔵ケーベル文庫の目録。1923年、ケーベルは日本で病没したが、その
際遺言で愛弟子であった久保勉に蔵書が贈られた。久保は1929年に法文学部に赴任し、古代哲
学と古典語を講じ、ケーベルを追想して『ケーベル先生とともに』（岩波書店、1951年）を刊行
している。
哲学関係の蔵書は久保の研究室にあったが、それ以外は東京の親戚の家に預けられており、
戦時中疎開先を探していたところ、図書館長だった小宮豊隆の申し出もあり、1942年に附属図
書館で購入した。
古典学を中心に哲学・文学関係の図書1999冊からなる。

J－ 3．河野与一『続学問の曲り角』� 1986年（昭和61）　東北大学史料館所蔵
河野与一の没後、遺編を柴田治三郎（文学部教授、ドイツ文学）らが整理編集し、1958年に
刊行された『学問の曲り角』の続編として刊行したもの。「西田先生の片影」と題された一編も
収録され、第三高等学校に赴任後、西田の講義に出席し、自宅を訪問するなどして交流を深め
ていったことなどが記されている。仙台での西田の講演についても記されており、上野駅まで
迎えに行き、西田が、かつて河野が暮らした「橋本組の控家の庭に臨む明治式の洋間」を宿と
したとある。
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J－ 4．千葉胤成自伝原稿� 1952年（昭和27）　東北大学史料館所蔵／千葉胤成文書
『千葉胤成著作集 4』に掲載されている自伝「加茂川」の原稿。京都帝国大学入学から助教授
となり、ドイツに留学するまでを懐古したもの。著作集に掲載されていない「京都」と題され
た原稿も含まれており、「私にも論文を出すことをすすめられ、殊に西田、深田（康算）両教授
の熱心な慫慂もありこれまでの諸論文を参考にして考察をすすめ大正八年から九年にかけて一
応まとめその三月に「心理学の対象」と題し京都大学に提出した」とある。
千葉の博士論文提出を西田が後押ししていたことがわかる。

K．東北大学における「科学概論」
K－ 1．東北大学における「科学概論」の伝統（パネル展示）→90ページ
K－ 2．「科学概論」の歴史的位置（パネル展示）→91ページ
K－ 3．小野平八郎「東北帝大の萌芽時代」
� 1924年（大正13）年12月　東北大学史料館所蔵／『自修会報』第10号
東北帝国大学理科大学の第 1 期生であった小野平八郎は、卒業後、東華新聞の記者となり、
東北帝大草創期に関する随筆をいくつか残した。「科学概論」には特別な思い入れがあったよう
で、本資料だけでなく晩年にも叙述がある。それによれば、澤柳総長に「何んでも聞いてやる」
といわれ、「理科の学生は思想の貧層」に困っていると答えたところ、翌学期になると田辺が招
聘され、哲学史と科学概論の講義が始まったという。注文主の小野は責任を感じ、 1 日おきに
午前 8 時までに田辺教室に出席することとなったが、学生は小野の他たった 1 人で、休むこと
はできなかったと回想している（随筆『お笑止いなァ』より）。一方の田辺も、聴講者が少なく
張合いの無い雰囲気に、「東京に帰りたい」と周囲にもらしていた（下村寅太郎「田辺先生の追
憶」）。

K－ 4．「科学概論」の講座設置要求
� 1924年（大正13）　東北大学史料館所蔵／『評議会議事録（第壱号）』
各部局の大正14年度予算要求書。理学部の講座増設の一項目に「科学概論」が挙げられてい
る。経常費6290円を計上しており、これは同じく講座設置を要求していた「実用数学」と同額
であった。その内訳が「教授一人、校費2000円」とあることから、教授一人分のポストを要求
していたものであったことがわかる。この後、戦後に至るまで、理学部では予算要求に際して
「科学概論」の講座設置を要求している。

K－ 5 ．Philosophie�der�Arithmetik�:�psychologische�und�logische�
Untersuchungen�/�von�E.G.�Husserl
� 1891年　東北大学附属図書館所蔵
フッサールの最初の著書『算術の哲学－論理学的かつ心理学的研究－』（1891年）。ブレンター
ノの影響を受け、記述心理学の方法により、数学を基礎づけようと試みたものである。しかし
ながら、数学の普遍妥当性を基礎づけることの限界を感じ、方向転換をして執筆したのが、現
象学の出発点である『論理学の研究』である。
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K－ 6．高橋里美『フッセルの現象学』� 1931年（昭和 6）　東北大学附属図書館所蔵
高橋里美はドイツ留学時にフライブルク大学でフッサールに学んだ。高橋は「現象学入門」
や「自然と精神」の講義や現象学、「カントの純粋理性批判」の演習に参加した。本書はその時
の記念ともいうべきもので、「彼れの現象学を、私の立場から批判することではなくして、私の
理解した限りに於て、それを成るべく忠実に紹介する」と述べている。東北大学は現象学にお
いて多くの研究成果を生み出すこととなるが、その契機となった一冊である。1931年に第一書
房から刊行された。

L．西田幾多郎と数学・自然科学
L－ 1．西田幾多郎と数学（パネル展示）→92ページ
L－ 2．西田幾多郎と自然科学（パネル展示）→93ページ
L－ 3．西田幾多郎「コニク・セクションス」
� 1939年（昭和14） 4 月　石川県西田幾多郎記念哲学館所蔵／『図書』第39号
西田幾多郎が早くから数学や物理に興味を抱いていたことが分かるエッセイ。西田は、長沢
亀之助と川北朝鄰の訳によるトッドハンタの『コニク・セクションス』を読んだと書いている
が、これは上野清訳・川北朝鄰校閲の『軸式円錐曲線法』だと推定される。数学書を通して「理
論というものの面白さを感じた」西田は、哲学において独自の理論を構築していくこととなる。

L－ 4．突兌翰多爾（トッドハンタ）『軸式円錐曲線法』／上野清訳・川北朝鄰校閲
� 1886年（明治19）　石川県西田幾多郎記念哲学館蔵
原著は Isaac�Todhunter�”A�Treatise�on�Plane�Co-Ordinate�Geometry�as�Applied�to�the�
Straight�Line�and�the�Conic�Sections”。西田は本書と同じ東京数理書院刊行の第二版を読んだ
と推定される。「十六、七歳の頃であつたと思うが、今でも、どの室で、どういうようにして読
んだかということが思い出されるのである。」（「コニク・セクションス」）
東北大学附属図書館の狩野文庫には、この第一版が収蔵されている。旧蔵者の狩野亨吉は、
第四高等学校（現在の金沢大学）の教授時代に西田家から借家していた縁で西田とも交流が
あった。

L－ 5．西田幾多郎原稿「経験科学」
� 初出：1939年（昭和14） 8 月『思想』第207号　石川県西田幾多郎記念哲学館所蔵
西田は自身の「行為的直観」の思想との類縁性から、P・W・ブリッジマンの「操作主義」の
考え（概念はそれに対応する一連の操作と同義的である）に共感していた。論文「経験科学」
には冒頭からブリッジマンの名がみえる。ブリッジマンは「操作主義」のアイデアを、アイン
シュタインの特殊相対性理論から得たが、西田はその点にも触れている。

「私は私の立場から経験科学と云ふものを論じて見ようと思ふ。私は経験的科学と云ふのも、
私の所謂行為的直観と考へるのである。・・・ブリッジマンによって、之を論じて見よう。」
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M．書
M－ 1．北條時敬書「遇故舊之交�意気要愈新�處隠微之事�心迹宜愈顕　待衰朽之人�恩禮當愈隆
　為内田慶三君清嘱　廓堂居士書」
� 石川県西田幾多郎記念哲学館所蔵
『菜根譚』から、人と接するときの心得を説いた一節である。内田慶三は広島県三島女子師範
学校の校長などを勤めた人物と推定され、北條の教育者らしい面がうかがえる揮毫である。

M－ 2．西田幾多郎書「吾こゝろ深き底あり喜も　憂の波もとゝかしと思ふ　寸心」
� 石川県西田幾多郎記念哲学館所蔵
西田幾多郎自作の短歌。この短歌を詠んだ頃、西田は京都帝国大学の教授として有名になっ
ていた。その一方で、家庭では妻が病臥し長男とは死別、娘たちは次々と入退院をするという、
悲哀と苦労を重ねた時期であった。
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